
 

 

 

 

 

 
～多様な人材確保！介護職員の定着！のために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 

内 容 

介護職員の負担軽減！ 

「介護助手」とは、福祉・介護の職場において，介護職員等の専門職との業務分化により、

身体介護などの専門的な業務以外の周辺業務を担う職種です。 

広島県では、介護現場の深刻な人材不足の緩和を図るため、令和４年度から「介護助手

導入促進事業」の取り組みを進めており、現在、県内１４市町において、この事業の取り組み

を実施しています。 

 本研修では、介護助手の導入の目的やメリット、導入に向けての施設・事業所側の受け入

れ体制の整備や心構えなど成功のポイントを学びます。 

また、実践報告として、介護助手として特別支援学校の卒業生を雇用している施設、実際

に就労している卒業生、そして、卒業生を介護助手として就労に結びつけている特別支援

学校から取り組み内容についてご発表いただきます。 

●日   時： 令和 6 年１１月１５日（金） １０時～１１時４０分  

●開催方法： WEB 会議システム Zoom を利用したオンライン方式 

●対象者 ： 介護保険施設・事業所の施設長・採用担当者等 

●参加費 ： 無 料 

●申  込：  次の①と②の専用フォームからそれぞれ回答してください。 

① 【参加申込フォーム】 

 https://req.qubo.jp/fukushi-jinzai/form/kaigojyosyu 

          ② 【事前アンケートフォーム】 

           https://questant.jp/q/jizen_kaigojyosyu 

                              ※申込み締め切り：１０月３１日（木） 

       

介護の質向上！ 

https://req.qubo.jp/fukushi-jinzai/form/kaigojyosyu
https://questant.jp/q/jizen_kaigojyosyu


 

 

 

 

 

問合せ先 

（社福）広島県社会福祉協議会／福祉人材課 

     広島県社会福祉人材育成センター（担当：谷村） 

〒732-0816 広島市南区比治山本町 12-2 

TEL:082-254-3415 FAX:082-256-2228 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９:00 10:00 １１：４０ 

受 付 開 会 

1. 【 講 義 ① 】 介護助手の定義や導入の目的・メリット等について 

2. 【実践発表】 特別支援学校の生徒を介護助手の担い手とする取り組み

について  

3. 【 講 義 ② 】 介護助手導入にあたっての施設・事業所側の受け入れ態勢

の整備や心構え、注意すべき点など 

● 講 師 ●  

 

株式会社 LASTALLY（ラストアリー） 

代表取締役 高山潤一朗  

（介護職場サポートセンターひろしまアドバイザー） 

 

＜講師プロフィール＞ 

卒業後、地元島根県内の町役場で１０年間従事。 

その後、大手人材会社、医療法人（法人本部）、コンサルティング会社に勤務。 

コンサルタントとして更なるスキルアップを目指し、２０２１年に株式会社 LASTALLY

を立ちあげ、これまでの現場経験を活かした人材確保・人事考課制度構築・収支改善・

経費削減・業務改善等を実施。 

● 実践発表者 ● 

特別養護老人ホームあぶと健生苑 施設長 中山 照子 

広島県立沼隈特別支援学校 卒業生 

広島県立沼隈特別支援学校 就職支援教員（ジョブサポートティーチャー） 平井 久美子 

特別支援学校の生徒を介護助手の担い手とする取り組みについて 

～介護助手導入にかかる福祉施設と特別支援学校の協働～ 

● 内 容 


